
政
令
第

号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
施
行

に
伴
い
、
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
六
条
の
二
第
二
項
及

び
第
七
項
、
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ヘ
、
リ
及
び
ヌ
、
第
九
条
の
九
第
八
項
（
同
法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
二
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
十
五
条
の
四
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
条
の
七
」
を
「
第
五
条
の
十
」
に
、
「
第
七
条
の
四
」
を
「
第
七
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
七
中
「
第
七
条
第
五
項
」
を
「
第
七
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
の
八
と
す
る
。

第
四
条
の
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
及
び
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
へ
、
リ
及
び
ヌ

」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
の
七
と
す
る
。



第
四
条
の
五
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ハ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ハ
」
に
改
め
、
同
条
を

第
四
条
の
六
と
す
る
。

第
四
条
の
四
を
第
四
条
の
五
と
し
、
第
四
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
者
の
一
般
廃
棄
物
の
運
搬
、
処
分
等
の
委
託
の
基
準
）

第
四
条
の
四

法
第
六
条
の
二
第
七
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

他
人
の
一
般
廃
棄
物
の
運
搬
又
は
処
分
若
し
く
は
再
生
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
つ
て

委
託
し
よ
う

、

と
す
る
一
般
廃
棄
物
の
運
搬
又
は
処
分
若
し
く
は
再
生
が
そ
の
事
業
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
。

二

特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
の
運
搬
又
は
処
分
若
し
く
は
再
生
に
あ
つ
て
は

そ
の
運
搬
又
は
処
分
若
し
く
は
再
生
を
委
託

、

し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
委
託
し
よ
う
と
す
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
の
種
類
、
数
量
、
性
状
そ

の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
文
書
で
通
知
す
る
こ
と
。

第
二
章
中
第
五
条
の
七
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
広
域
的
処
理
に
係
る
変
更
の
認
定
）

第
五
条
の
八

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境



省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
環
境
大
臣
の
変
更
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
変
更
が
環
境
省

令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
認
定
に
係
る
処
理
の
内
容
に
関
す
る
事
項

二

当
該
認
定
に
係
る
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と

す
る
者
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
項

三

当
該
認
定
に
係
る
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
項

（
認
定
証
）

第
五
条
の
九

環
境
大
臣
は
、
法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
、
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
認
定
を
し
た

と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
等
の
届
出
）

第
五
条
の
十

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
第
五
条
の
八
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更

を
し
た
と
き
、
若
し
く
は
法
第
九
条
の
九
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
当
該
認
定
に
係
る

処
理
の
事
業
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
環
境
大
臣
に



届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
管
す
る
産
業
廃
棄
物

「
（
当
該
産
業
廃
棄
物
に
係
る
処
理
施
設
が
同
時
に
当

第
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ

中
「

」
の
下
に

(3)

該
産
業
廃
棄
物
と
同
様
の
性
状
を
有
す
る
一
般
廃
棄
物
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
の
処
理
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
一
般
廃
棄
物
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
二
第
二
号
中
「
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

保
管
す
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

「
（
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
係

第
六
条
の
五
第
一
項
第
二
号
チ

中
「

」
の
下
に

(3)

る
処
理
施
設
が
同
時
に
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
と
同
様
の
性
状
を
有
す
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
と
し
て
環
境
省
令
で
定

め
る
も
の
の
処
理
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
八
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
の
見
出
し
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十

四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
、
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
一
中
「
第
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
二
中
「
第
十
四
条
第
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
第
十
四
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。



第
六
条
の
十
四
中
「
第
十
四
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
五
中
「
第
十
四
条
の
四
第
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
十
四
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
四
中
「
第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
第
三
章
中
同
条
を
第
七
条

の
六
と
し
、
第
七
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
産
業
廃
棄
物
の
広
域
的
処
理
の
認
定
に
関
す
る
読
替
え
）

第
七
条
の
四

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
九
条
の
九
第
八
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項

中
「
前
各
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
広
域
的
処
理
に
係
る
変
更
の
認
定
等
）

第
七
条
の
五

第
五
条
の
八
か
ら
第
五
条
の
十
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
十
中
「
第
五
条
の
八
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第

五
条
の
八
た
だ
し
書
」
と
、
「
法
第
九
条
の
九
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
二
項
第
一
号
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
輸
出
貿
易
管
理
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
十
五
の
二
中
「
若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
六
項
」
に
、
「
同
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「

同
条
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
五
十
三
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
第
四
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項

」
に
改
め
る
。

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表

の
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
」
に
、
「
第
十
五
条
の
三
」
を
「
第

(三)

十
五
条
の
二
の
六
」
に
改
め
る
。

（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
七
十
一
号
の
四
イ
中
「
第
十
四
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
第
十
四

条
の
四
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

（
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



別
表
第
一
の
一
の
項
中
「
第
十
四
条
第
八
項
、
第
十
四
条
の
四
第
八
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
二
項
、
第
十
四
条
の
四
第

十
二
項
」
に
改
め
る
。

（
地
域
保
健
対
策
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
特
別
区
の
事
務
等
に
関
す
る
経
過
措
置

に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

地
域
保
健
対
策
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
特
別
区
の
事
務
等
に
関
す
る
経
過

措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
二
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
号
中
「
第
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、
「
第
三
項
、
第
四

項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
、
「
第
十
四
条
の
三
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
三
の
二

」
を
、
「
第
十
五
条
の
二
の
四
」
の
下
に
「
、
第
十
五
条
の
二
の
五
、
第
十
五
条
の
二
の
六
」
を
加
え
る
。

（
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
施
行

令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
七
条
の
三
若
し
く
は
第
十
四
条
の
三
」
を
「
第
七
条
の
四
若
し
く
は
第
十
四
条
の

三
の
二
」
に
改
め
る
。



一

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
十
一
号
）
第

六
条
第
二
号
ニ

二

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
第
五
条
第
二
号
ニ

（
環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
六
の
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
の
二
の
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

本
則
の
表
九
十
四
の
項
中
「
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、
「
第
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
十

四
条
第
六
項
」
に
、
「
第
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
表
九
十
六
の
項
中
「
第
四
項
及
び
第
五

項
」
を
「
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、
「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
、
「
第
十
四
条
の
四



第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
、
同
表
九
十
九
の
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条

の
二
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。


